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解答例及び出題意図 

 
 
  専門科目名 

 
土 壌 学 

 

[解答例] 

 

【問題１】 

いずれの問題も解答例以外の正解・表記があり得るため公表はしない。 

 

【問題２】 

 

問題２—１） 

交換性陽イオンのうち、Ca2+, Mg2+, K+, Na+をいう。土壌pHを高く保つ原因となる。 

 

問題２−２） 

炭酸ナトリウム（Na2CO3)、炭酸カルシウム（CaCO3）。炭酸マグネシウム(MgCO3)でも可。 

 

問題２−３） 

アンモニア（NH3）。 

 

問題２−４） 

リン酸がカルシウムと反応し、水に溶けにくい塩をつくるため。 

 

問題２−５） 

施設栽培（ビニールハウスや温室）の土壌など。 

 

 

【問題３】 

 

問題３−１） 

・温室効果ガスである一酸化二窒素の発生の抑制。硝酸の生成が抑制されることで、硝化反

応の副産物や脱窒反応の中間代謝産物として生成される一酸化二窒素の発生が抑制されるた

め。 

・地下水汚染の低減。無機態窒素がアンモニウムイオンとして土壌の負電荷に保持され、硝

酸として地下水へ溶脱することが抑制されるため。 

 

問題３−２） 

 

３−２−１） 

水素と二酸化炭素、酢酸 

 

３−２−２） 

水の供給を制限し還元的条件にあった土壌を酸化的な条件に変えると、絶対嫌気性菌である

メタン生成古細菌のメタン生成活性が抑制されるほか、好気性のメタン酸化細菌が活性化さ

れる。また、湛水条件下で生成した第一鉄や硫化物が酸化されることにより、再び湛水され

て還元的な環境に変わっても、鉄還元反応や硫酸還元反応が優先して進行し、すぐにメタン

生成反応が開始しない。それらの理由により、メタン発生量が減少する。 



 

問題３−３） 

干潟や汽水湖など硫化鉄(FeS)やパイライト(FeS2)が多量に蓄積している場所を干拓すると、

蓄積したそれらの硫化物が酸化して硫酸を生じるため。 

酸性化に関わりうる微生物：イオウ酸化菌 

 

【問題４】 

 

問題４－１） 

目的変数ψ はマトリックポテンシャル、定数σは水の表面張力、独立変数 𝑥𝑥 は最大毛管半

径を示す。 

 

問題４－２） 

孔隙率 0.66 m3/m3; 容積重  0.85 Mg/m3 

 

問題４－３） 

－2.23×10−2 mg CO2/m²･s 
 

 

出題意図 

 

【問題１】 

土壌の骨格を成す土壌一次鉱物・二次鉱物と土壌生成についての理解度を測る。 

 

【問題２】 

土壌の化学性、特に土壌のpHに関わる基礎的な知識を問う。 

 

【問題３】 

土壌中の炭素、窒素、イオウの循環とそれらに関わる土壌生物のはたらきに関する知識を問

う。 

 

【問題４】 

土壌の構造および土壌中における水と気体の移動についての理解度を測る。 
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